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ディスカッショ γ ・ペーパー l'労働の物的生産性の測定 細目方式について
のノート，その 1-一J(KIER倒的におし、て Rostasが物的生産性の比較に
戦前の日本製造工業自活働生産性の国際水準 (23) 23 
際して，各部門の測定に関して採用した方式をまとめておいたが，その概略を
のべてみよう。すなわち Rostasの行なった生産品目ごとの測定方式は， (イ)





生産物 zがさらに質的にいくつかの細目 l品目に別れる場合には生産数量 q'を
作るのに，それぞれの部門の生死物の特色に従っていくつかの方式を考案する
必要がある。 Rostasの場合についていえば，調企対象31部門の生産物は fの





































1) なおカバリッジについては衰の註に本示しておいたが もろ少L<わ L<のべておこう。
Rostas の英米の物的生産性比較に際して主なデータとして世用したイギリスおよびアメリカの
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(a) M. Frankel.“British and American Manu'Iacturing Produc-
tivity"， Unz"r四百uyof lllinois Bulletill， 1957 
による。
Cb) D. N. Karpukhm，“Labor Prouuctlvity in the USSR anu 
the USA"，丹'oblems(?f EconomκκInterna 
tional Arts and Sciences Press， New Y田 k.
























































(イ)品 日 の 生産 数 量 4，465，818トン
(ロ)品 目 の 生産 金額 100，655，905円
付産 業 の 生 産金額長 99，110，769円
ド)調 整 係 数 E付/(吋〕 0.985 
的産業の生産数量(推定)(イ)x科目 4，398，831トン
付産 業 の 従 業者 数 10，843人
(ゆ涯 業 の労 務 首 数 8，370人






























































年間1人当り総労働時間 ト γ当り所要労働時間 ~2，307.73 : 5，63~41O( Iン〉
労動生産性にかんする上述の報告書は，さいごに戦前戦後の比較について言
及しているが，それによると回答事業所〔一貫工場若干〕白トン当り労働時問。
表・ 6 年次別トン当り労働時間指数 指数は麦・ 6























(す19剖，-...，36年労務者 1 人当り年間銑鉄生産量トt97~580 トン
100.0 
以 kの結果と Rostasの資料により R，英，米の戦前の銑鉄生産性はつぎの
戦前の日本製造工業の封l!b生産性の閣際水準 (31)31 
表.8のように算出される。










たばこ工業における Rostas の英，米の生産性の比較は新治J r葉巻J
「噛みたばこおよびバイプたばこ」の 3種類をとり抜っている。
ところで，日本のたばこ生産についてのデ タば『専売局第38回年報.HT~和
10年度(昭和10年4月 同11年 3 月)~によると，生産数量，販売数量，および販
売金額の表示はあるが，生産金額は表示されていないので，輸出を含めて品目
ごとに販売単価に基づいて生産金額を推計L，その生産金額の構成比を算出し
たのが表 9である O 乙の表からわかるように紙巻たばこは，生産数量汁応措













生搾敏作司州川叫 畑z5a1町b2504り7酎鋪P図杭 ( 同五39，037，885 円)1 82.3の')
2，732 




あるν 表・ 10の仔)(ロ)りは表・ 9からえられ，また(サは前記『専売局第38@l年報
32(32) 第 107巻第l号
表・ 10 日本のたばこ生産における労務者1人当りの生産性 (1935年〉
(イ)品 目 の 生 性+ 数 量 39，037，885千本
(ロ)品 目 の 生 産 金 額 240，847，061円
け産業の推定生産金額 292，680，831円
t二)調 整 係 数 〔り/(1ロ)) 1.215 
倒産業の生産数量(推定)C(1)x(ニ)コ 47，431，030千本

















(;f， 1 kg二 2.2ボY ド=1，000本とな
るの Eある。


















(2) Other printing papcr 19 87 
(3) Writing p月間 33.2 158.1 
(4) Packing and wrapping paper 15.8 79.8 
(5) Tissue and cigarette paper 115.7 545.3 
(6) Blotting paper 64.8 179.8 
(寸")Roo五ng(or Building) pap巴E 120 52.9 
(8) Cotohaetr 巴dwpaat巴prepr，ooifled，waxE正1and 
paper 420 196.9 
(9) Other paper 35.6 101.2 





















仕 857.3 I 852.0 は 419_9
(2) 391.8 I 1，753.0 リ
(4) 343.0 I 1，872.0 
(的 6.7 I 15.0 
(6) 6.0 I 109.0 
(7) 28.2 I 588.0 
(8) 101.4 I 254.0 






















4tJ 産業の生産数量〔推定)C(イ)x(二日 1，349，676，960 kg 




つぎにイギリス単価による各国の従業者 労務者 1人当りの生産性は表.16 
去・ 15 日本の製紙業における重宝による従業者・労務者 1人当りの生
産性 (1935'年)





本 付 1. 伺，付でし、う産業とは，昭和10年『了点島統計表~ 0)産業位I理番号 171r製紙
業」を意味する。
戦前の日本製造工業の労周生産性の国際水準 ( 35) 3lj 





リス単価による生産品(1，000ポンド) 38.462 219，940 122， 
数 (イギリスニ10日〕 100 571.8 
斗プん佐て 占 数 56，802 116，150 36， 
務 者 数 51，827 105，000 31， 
者 1人当り生産高〔引)/やり 677 1，894 





安・ 17 ，製紙業におけるフメリカ単価による p 日， 1;t，米の従業者・労務者 1
人当りの生産性
巳ギリス|アメリカ i円 ヂ|1935) 1 (1939) 1 (1935 
(イ) アメリカ単価1.:-よる生藍高 (1，000F'ル〕 170，818 1 848，338 1 104，641 
(ロ)指 数 (イギリス=100) 100 496，6 61.3 
付従 業 L高 数 56，802 116，150 36，609 
ド~ 'jy 務 者 数 51，827 105，000 31，884 
肘従業者 l人当り生産高((イ)/け〕 3，007 7，304 2，858 




表-18 製紙業にお付る従業者・労務者 1人当りの生産性白日ヲ英 米比佐
一 竺い一不平吋竺十当吐'~íいt
川一 汁イギリノλ《げメりカ斗 産ヤドF ヌアメ~川
間期RL 明トレや平均限芳FLmJ持干均
(a)日本(1935)1 36，9 1 605 1 2，858 1 1 42，3 1 695 1 3，282 1 
(同イギリス(1935)1 397 1 677 1 3，007 1 1 43，5 1 742 1 3，296 1 
(c)アメリカ (1939)1 1乙38! 1，894.1 7304 ! 1 1149 1 2，093 1 8日791 
阿 1(a) 円本削 1001 100 1 1001 100 1 100 1 1C仁 1仁3
仲イギリス I 1刷 112I 105 I 108 町川3I 100 1 105 
数 I(0) アメリカ 281I 313 1 256 I 28司 272 I 3日11 246 1 273 
36 (36) m 107巻前1号
さいどに，アメリカ単価による各悶の従業者;・労務者 l人当り生産性は，表
・17に示されているが，表・ 16と同様にしてえられた。






Rostas における研究では， 組み立ておよび部品工程の労働者を含めての l
人当り生産台数を採用しているがその結果のみを示すと表 19 (Rostas， Table 














に上廻ることである。 部品輸入金額 (1帝国統音|年鑑』による〉 と自動車生産額
明日平]10年『工場統計表』による〕を示すと表・ 20の通りである。すなわち，輸入
表・ 20 日本幻自動車製造業における生産額(lS35年〕
部品輸入 輸入組立 | 主0:;世 部分品及び
企額円 数量台)1価額(円)1数量(台)ト価証i円川付属品〔円〕
l一一一一同一一←]付 制 州市一 (向一一子~I(安一一一一|





















































算出される O 付)は表 .211こより， (ロ)，付は直接昭和10年『工場統計表』により
えられ， (へ)は tにのべたような方法によってえられた。(ト)，例は問書によって
えた従業者数・労務者数に(へ)の雇用者数の調整係数を乗じてえた。












































表 .24 日本の機械工業における粗利加価値 (1935年単位ー円〉














表・ 25のようになるが，表 .25のげ)は，表 .241こ耳、す方法で算定されたもので
表・ 25 日本に於ける機械工業労務者1人当りの付加価値 (1由 5年〉
---~----士二三三亡E哩
(イ)付 カ日 IJiI {直 380，361，600円
(同従 業 者 数 183，752人
け労 務 者 数 156，506/、
与) 従業者l人当り粗付加価値 (イ)-i-(ロ，) 2，070円 121ポγ ド
射す 労務者l人当りtli'J加価値 ((1)-;ー付〕 2，430円 142ポγ ド
ホ 換算に当っては，昭和10年の平均為替相場 円=1.1666シリ γグによった。





(b) イギリス (1935) 








は Rostas，Table 33 












表 .27 コ りγ ークヲークり比較仙東
i 霊長証書器官いれ生 (日本=100)
アメリカ|イギりス|日 本 アメリカ 1イギリス|日 コミ
1930 1印〕
1935 1741 603 289 133 100 
各 コ リゾ クラーグが各国実質国民所得の比陵のために定義した共通尺度Internatiolli'"l Unit 
で， ~経情進歩の諸条件』第 z 版(1951年〉では. 11925-34年平均で，アメリカで1ドル左記
換しうる商品Jと定義されてし、る， 196年の第3版では，このl.U に対してかなりの疑問を目
b示している内






























(吋 U.N.; The Growth of World 
Jlldlωかツ，NanoJlal Tables， 1938 
-19611T-数値を1938=100に換算コ
(b) U. S Dept. of Commerce; 

















42 く42) 第 1町書簡1号


















すると， 1970年では日本 1に対 Lてアメリカは1.5倍弱となっている。 この水
準において日米聞の開業戦引において日本の脅威は未曽有のものといってもよ
いだろう。
